
＜別紙2-1（共通評価　保育所版）＞ （2021.4）

第三者評価結果　
事業所名：横浜文化保育園

共通評価基準（45項目）
Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。 第三者評価結果

【１】
Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

a

＜コメント＞

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。 第三者評価結果

【２】
Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

b

＜コメント＞

【３】
Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

b

＜コメント＞

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 第三者評価結果

【４】
Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

c

＜コメント＞

【５】
Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

c

＜コメント＞
園は保育目標や職員構成を主体とした事業計画（単年度計画）を策定していますが、中・長期計画を反映した内容にはなっていませ
ん。今後、中・長期計画を策定し、中・長期計画の内容を反映した初年度（単年度）の事業計画・収支計画策定が期待されます。計画
には、子どもたちの成長に向けた保育計画をはじめ、質の向上、人材計画、環境整備等、中・長期計画初年度（単年度）の実行可能な
具体的計画とし、数値化等出来る限り定量的な分析が可能な内容であることが期待されます。

園の保育方針・保育目標に基づいて保育が行われています。保育方針・保育目標は明文化され、パンフレットや玄関の掲示などで、職
員、保護者等へ周知されています。創立者である園長は、新年度の職員会議をはじめとして都度職員に、園の保育に対する基本の考え
方を語り伝えています。職員は朝礼で毎日、方針を唱和し、自身の行動規範としています。保護者に対しては、保育園のしおり等に保
育方針などを記載し、新入園児説明会や毎年の新クラス説明会などで丁寧に説明し、周知を図っています。

園は社会福祉法人「愛育会」の運営で、法人は保育園と幼稚園を泉区内でそれぞれ1ヶ所運営しています。法人では理事会と評議委員
会を定期的に開催し、事業経営を取り巻く環境や経営状況を把握、分析し、保育事業を展開しています。ここ数年の最大の課題は、保
育士の確保・増員です。事業の展開にあたっては横浜市とも調整して推進しています。決算は外部会計士が担当し、法人・園共に経営
状況を把握しています。今回の調査では、経営環境の課題や経営状況分析資料等の文書が確認できませんでした。

法人の理事会、評議委員会等では園の経営状況や取り組み課題を把握し、役員（理事・評議員等）間で共有され、協議しています。一
方、経営環境や経営状況等については職員への周知が出来ていません。日々の保育活動の中で、園長・副園長と職員が課題を共通認識
することが期待されます。保育の内容、組織体制や諸設備の整備、職員体制、人材育成等、園の経営上の課題を共通認識し、課題解決
に向けて具体的な取組を進めて行く過程において、職員の意見を聞いたり、職員同士の検討の場を設定するなどの組織的な取組が期待
されます。

今回の調査では、法人・園共に経営や保育に関する中・長期計画並びに中・長期収支計画が確認出来ませんでした。保育事業を取り巻
く環境変化に対応し、園のビジョンを明確にして、3年～5年先の保育内容や建物・設備の改修、園庭の整備、職員体制、職員の育成、
保護者とのコミュニケーションツール等の現状分析を行い、課題・問題点を明らかにして、課題解決策を織り込んだ「中・長期計画」
の策定が期待されます。併せて「中・長期の収支計画」の策定も期待されます。



【６】
Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

c

＜コメント＞

【７】
Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

c

＜コメント＞

４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 第三者評価結果

【８】
Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

b

＜コメント＞

【９】
Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。

b

＜コメント＞

Ⅱ　組織の運営管理
１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】
Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。

b

＜コメント＞

（２）　事業計画が適切に策定されている。

園は、これまで園長が現状の経営状況の把握・分析を踏まえて事業計画を策定し、年度末には事業報告書を作成してきました。事業計
画書はこれまで同じ形式で毎年横浜市に提出して来ましたが、計画策定にあたって職員等の参画や意見の集約・反映の機会はなく、職
員の参画がない状況で計画策定されています。今後、職員の参画や意見の集約・反映のもとで園の事業計画を策定し、内容を職員に周
知し、毎月の職員会議等で実施状況の検討をし、都度見直し取り組まれることが期待されます。

新入園児説明会等で「ご入園のしおり」等により、園の保育方針や保育目標等を周知しています。また、行事等はカリキュラムやメー
ル配信サービスを活用・工夫して周知していますが、事業計画の説明は実施されていません。今後、職員の参画や意見の集約・反映の
もとで、園の事業計画を策定し、事業計画の主な内容である保育計画や施設・設備を含む環境の整備等を保護者に説明し、周知される
ことが期待されます。

毎朝の朝礼で職員は保育方針「のびのびとすくすくと育ちゆく　その子らしさの芽を見守る保育」を唱和して、保育の質の向上に向け
て意識を高め実践しています。毎月の職員会議では各年次ごとの保育の状況や課題を報告し、情報共有すると共に保育の質の向上に向
けた話し合いを実施しています。年度末には職員の自己評価をまとめ、掲示して保護者に周知しています。今後、園としての自己評価
結果をまとめ文書化し、職員を交えて分析・検討する場を設け、保育の質の向上に向けて組織的に取り組むことが期待されます。

日々の振り返りや週案・月案での振り返りを実施して課題を明確化し、職員会議等で状況を共有化して保育カリキュラムに反映してい
ます。職員は子ども一人ひとりの成長へ取り組み、保育の質の向上に努めています。保育内容の改善は、都度実施されていますが、課
題事項の文書化や改善計画書を策定する仕組みにはなっていません。年度末の職員の自己評価のまとめを分析し、評価結果に基づく課
題の明確化や改善実施計画等を策定し、次年度の事業計画の重点施策などに反映されることが期待されます。

（１）　管理者の責任が明確にされている。

園の創立者は現在の園長です。保育園開設にあたり、自身の保育に対する基本的な考え方を「よりよい保育をめざして」の冊子にまと
めています。園長は必要の都度職員会議等で趣旨を周知しています。園の経営・管理に関する基本的な考え方や職員の職務内容等は
「運営規定」に概要が記載されています。災害・事故等における園長の役割と責任について、また不在時の副園長・主任への権限委譲
等を文書で明確にすることが期待されます。保護者に対しては、広報誌等に園長・副園長自らの役割と責任について表明し、掲載する
ことが期待されます。



【11】
Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【12】
Ⅱ-１-（２）-①
保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

b

＜コメント＞

【13】
Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

b

＜コメント＞

２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】
Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

b

＜コメント＞

【15】
Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

b

＜コメント＞

【16】
Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

a

＜コメント＞

看護師や管理栄養士などの専門職も含め、福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方針が確立
しています。採用活動は多岐に実施していますが、福祉人材の確保は年々厳しさが増しています。職員には社宅制度（横浜市保育士宿
舎借り上げ支援事業を活用）により、地方出身者も採用しています。今年度は、入園後に障がい児対応が必要なケースがあり、職員の
負担が大きくなっている状況にあります。引き続き人員体制の強化が期待されます。

人事管理の基本は、園の保育方針にもとづき園長が編纂した「よりよい保育をめざして」冊子で明確にしています。職員はキャリア
アップ制度等で資格取得が進んでいます。人事基準（採用、配置、異動等に関する基準）については「人事規定」で定めて職員に周知
されていますが、昇進・昇格等の基準は明示されていません。今後、職員育成のツールとして「目標管理制度」や「考課票」等で目指
すべき能力・技能等を明示し、職員自らが次のステージに昇進・昇格を目指す制度等の導入が期待されます。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

園長・副園長は、職員の有休休暇取得状況や時間外勤務の実態を把握しています。園では以前より業務の効率化を図り、業務処理のた
めの残業がないように取り組んでいます。有給休暇は大多数の職員が自身の休暇日数を取得していますが、次年度に持ち越しもできま
す。時間単位の有給休暇制度を導入しています。保育園児や小学生を持つ職員に対しては当日の休暇申請も認め、職員がお互いに協力
しあい、ワークライフバランスに配慮した取組を行っています。

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

園長は外部の施設長研修会や泉区園長会等に参加して遵守すべき法令等の研修を受講し、研鑽を積んでいます。利害関係者（取引事業
者、行政関係者）とは適正な関係を保持しています。コロナ禍が続く昨今は研修の機会等が減少し、最新の法令内容の把握を課題と捉
えています。今後、職員会議や園内研修で、園のコンプライアンス（法令順守）規定や個人情報管理の見直しをすすめ、人権研修等の
実施を検討しています。

（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

園長は、園の創立以来、一環として保育の質の向上に意欲を持ち、取り組んでいます。職員会議（クラスの代表者が参加）の場では副
園長が中心となり、話し合いや、カリキュラム内容等で保育の質の向上に取り組んでいます。今年度は障がい児支援においても、課
題・悩みを聞いて話し合い、具体的に取組を進めています。毎月の職員会議で話し合い、クラスリーダー等との連携は出来ています
が、今後、全職員とのコミュニケーション強化に向け、職員の意見の集約や情報の周知、きめ細かな指導が期待されます。

園は「保育方針・保育目標」の実現に向けて、毎年職員から自身が受け持ちたいクラスの希望を聞き、職員の人員配置や働きがいある
職場づくりに取り組んでいます。今年度は常勤職員の増員に取り組み、職員体制を強化しました。経営状況についてはクラスリーダー
等が参加している職員会議で伝えています。今後、諸会議等への園長・副園長の参加により、全職員と話し合いが出来る場づくりが期
待されます。また、業務効率化に向けて、現在手書きが主体の週報・月報・個人指導案等のICT化の検討も期待されます。



【17】
Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

b

＜コメント＞

【18】
Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されている。

b

＜コメント＞

【19】
Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

a

＜コメント＞

【20】
Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組をしている。

a

＜コメント＞

３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】
Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

c

＜コメント＞
園のパンフレットには保育方針や保育目標などが記載され、保育園の一日が写真入りで紹介されています。園の見学者には園を紹介し
た小冊子を渡して理解が深まるよう努めています。地域に向けては、パンフレットを区役所等で配布していますが、地域で配布する活
動は出来ておらず、課題としています。横浜市の基準に沿った第三者評価の受審と内容に基づく改善・対応の状況の公表が期待されま
す。ホームページを再開し、ホームページ上で保育の基本方針や保育の様子、事業計画や報告、予算・決算情報等の公開が期待されま
す。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

職員は、担当したいクラスを申請し、同時にそのクラスで取り組みたい保育内容を申告し、自らの保育目標を設定しています。面談は
中間時点（10月末）、年度末の2回実施して、自己評価をし、成長と課題を振り返っています。園では「よりよい保育をめざして」冊
子の中で「期待する職員像」を明確にしています。現在は園長・副園長の職員面談は常勤職員と一部の非正規職員の実施になっていま
すが、今後は個々の目標をもとに全職員との面談を実施し、職員士気を高め、育成の強化を図ることが期待されます。

園では、「よりよい保育をめざして」冊子の中で「期待される職員像」を描き職員に示しています。職員研修は内部研修・外部研修と
キャリアアップ研修に取り組んでいます。キャリアアップ研修対象者に対しては、受講を支援し、資格取得を推進しています。殆どの
職員が職務分野別リーダー資格を取得しています。また、専門リーダー資格取得対象者の資格取得も進んでいます。現在、各種の研修
の取組が、事業計画に明示されていません。教育・研修計画の内容を事業計画に明記することが期待されます。

園内研修は「よりよい保育をめざして」冊子や各種マニュアルを整備して実施されています。外部で実施されるキャリアアップ研修
は、本人の希望に配慮して、研修への参加を支援し、資格取得に繋げています。園では職員の外部研修も積極的に支援しています。研
修は勤務時間扱いとして交通費も助成し、研修受講を支援しています。研修受講者は昼のミーティング時に研修内容を報告し、資料は
コピーされ職員間で研修内容の共有が図られています。

（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

実習生等の研修・育成に関する基本姿勢を明文化し、マニュアルを整備しています。各学校との連携は主任・副主任が担当し、実習生
の指導は各クラスリーダーが担当しています。リーダーに対してはオリエンテーションを実施し指導しています。実習生に対しては丁
寧に指導をし、保育者の仕事の楽しさや、やりがいを理解し、期待をもてるよう取り組んでいます。毎日の実習終了時にその日の反省
や翌日の打ち合わせをして、保育実習の充実を図り、実習後保育に関わる専門職を目指してもらえるよう心掛けています。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



【22】
Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

b

＜コメント＞

４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】
Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

b

＜コメント＞

【24】
Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

a

＜コメント＞

【25】
Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。

a

＜コメント＞

【26】
Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

c

＜コメント＞

【27】
Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

c

＜コメント＞

園は社会福祉法人傘下の運営で、会計業務は公認会計士が実施し、正しい決算に向けた取組が実施されています。一方、公正かつ透明
性の高い経営の実現に向けては、職員に対して決算書の開示や経営状況の報告及び施設の補修・改善等経営改善に向けた取り組み等の
周知に課題があります。外部の専門家による経営管理や組織運営、事業等に関する指導・助言、その他の専門的な支援を活用すること
が期待されます。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

コロナ禍の社会環境となって以降、地域の行事や活動に参加する機会が作れず、地域との交流は限定的になっています。以前は3、4、
5歳の子どもたちが老人施設を年2回訪問して歌を披露するなどの活動で交流し、喜ばれていました。現在は近くの畑に出向き、ジャガ
イモの植え付けを農家の方の指導のもとに実施し、生育状況の観察や収穫作業などで交流しています。今後、感染症の状況等に留意し
ながら、地域のイベントや幼・小・中・高の保育・学校関係者等との交流に取り組むことが期待されます。

ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明文化し、登録手続き、ボランティアの配置、事前説明に関する項目が記載されたマニュア
ルを整備しています。今年度は感染予防に十分配慮して、地域サマースクールの小中学生職場体験学習の受け入れ協力をしました。今
後新型コロナの感染状況を見ながら、環境が改善された時点で地域の小中学校教育等への協力や、子どもの保育の支援につながるボラ
ンティアの受け入れを実施する予定です。

（２）　関係機関との連携が確保されている。

地域の関係機関の連携は、泉区役所を中心としてネットワークが構築されており、保育園間の連携が取りやすい環境にあります。ま
た、要保護児童連絡会議を通して、児童相談所、療育センター、地域医療や育児サポートと連携をとりながら、要保護児童の認識や対
応を学び、職員へ周知しています。園では、関係機関との連携について職員会議等で説明し、支援児ファイルを作成するなど、職員間
で情報の共有化を図っています。問題があった際は、まず区役所に連絡を取り相談しています。児童相談所からの要請で、子どもの様
子を見守るケースもあります。

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域支援活動として、毎月園庭解放やホールの開放などを実施してきましたが、コロナ禍の現在は支援活動は休止しています。今後
は、感染症の状況に注意しつつ、従来の園庭解放や育児相談、絵本の読み聞かせ、看護師や栄養士の相談会等を実施し、各関係者との
交流を再開されることが期待されます。コロナ禍が長引いている環境下ですが、運営委員会の開催や民生・児童委員、保護者の代表者
等との意見交換の実施等、地域の具体的な福祉ニーズ・生活課題等を把握するための取組が期待されます。

園は44年前に設立されました。現在も園の周囲には果樹園や畑、森等が広がり自然環境に恵まれた立地です。現在は地域との連携によ
る共同行事等の交流事業は実施出来ていませんが、今後、地域の防災訓練への参加や、災害時に親子に安心出来る場所を提供するなど
の活動が期待されます。ＡＥＤ設置を掲示板や自治会の回覧板等で告知するなどの活動も期待されます。



Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
１　利用者本位の福祉サービス

（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。 第三者評価結果

【28】
Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【29】
Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

a

＜コメント＞

【30】
Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。

b

＜コメント＞

【31】
Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

b

＜コメント＞

【32】
Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

b

＜コメント＞

【33】
Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

b

＜コメント＞

見学の希望に対応し、来園した入園希望者に丁寧な説明や対応をしています。泉区で開催された「いずみっこひろば」にパネル展示を
行ったり、横浜市によるサイトで情報提供していますが、園として公表しているホームページは現在閲覧が出来ず、更新もされていま
せん。適宜、情報提供出来る環境が望まれます。

重要事項は「入園のしおり」に記載されていて、同意書が提出されています。保育の変更などについては、メール配信サービスを利用
し、より保護者に伝わりやすく、内容を良く理解できるよう配慮しています。9月から完全給食になり、幼児では主食を提供すること
についても文書・メール配信での説明を行っていますが、同意書は書面で残っていません。重要な事柄については、同意書の提出を求
めるなどの対応が望まれます。

転園の際は、求められれば子どもに関する情報提供を行うこととしていますが、引き継ぎ文書は特に定めていません。小学校への就学
については、担当教員と懇談を行ったり、電話での伝達を行い、引き継ぎをしています。各小学校に園長の責任の下、保育要録を送付
しています。卒園後の相談について、文書に内容は記載していませんが、その都度伝えています。

意見箱を設置しています。日々の連絡帳や送迎時のコミュニケーションでも保護者の意見を聞くことができています。年1回個人面談
も実施していますが、園への要望を聞いたり定期的なアンケート実施などは行っていません。行事の後や年度末など、定期的にアン
ケートを実施したり、保護者会組織との意見交換など利用者の満足状況を把握する機会が望まれます。

（３）　利用者満足の向上に努めている。

（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

創立者である園長の保育に対する思いは、「よりよい保育をめざして」という冊子により、職員に伝えられています。冊子の中で、理
念・保育に対する基本姿勢・子どもの尊重や基本的人権への配慮が述べられています。パンフレット、全体的な計画などに「のびのび
とすくすくと育ちゆく、その子らしさの芽を見守る保育」という保育方針が明示されています。

「よりよい保育をめざして」の中に、子どものプライバシーや人権保護に関する事項、守秘義務が記載されています。初任者には必
ず、「よりよい保育をめざして」についての研修を行っています。職員会議で子どもの個々の状況が話し合われる事がありますが、家
庭状況など、内容によっては担任と数人の職員での共有に留める配慮も行っています。



【34】
Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

b

【判断した理由・特記事項等】

【35】
Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

b

＜コメント＞

【36】
Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

b

＜コメント＞

【37】
Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。

b

＜コメント＞

【38】
Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【39】
Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

b

＜コメント＞

（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

「入園のしおり」に苦情解決の体制として、受付責任者、解決責任者、第三者委員が設置されています。苦情解決の仕組みにおいて
は、第三者委員に直接相談できる体制が望まれます。第三者委員の連絡先を記載するとともに、保護者が理解しやすいよう、苦情解決
の仕組みを示した掲示物等の掲示が期待されます。苦情に関しては記録を残し、保管管理を行っています。

玄関に意見箱を設置し、投函しやすいように配慮しています。全クラス手書きの連絡帳を使用しており、保護者からの意見は伝えやす
い状況にあります。長く在職する職員が多く、関係性が構築されていて、送迎時などにも保護者にとって相談をしやすい環境ですが、
相談や意見を述べる際、複数の方法や相手を自由に選べることについてわかりやすく説明した文章の作成まではしていません。専用の
相談室があり、他者を気にせず相談できるスペースがあります。

保護者からの相談は、各クラスの担任が受けて対応しますが、相談の内容によって対応が難しい場合は、主任や副園長が対応するとい
う相談体制が整っています。改善が必要な場合は対応策を検討し、保護者へ伝えていくようにしています。コロナウィルス流行後の行
事では、保護者の意見を尊重し、なるべく参加できるような取組を行いました。保護者からの意見を聞くために、アンケートを実施す
るなども期待されます。

事故事例を収集して職員で共有し、それに対する対策を実施していますが、リスクマネジメントに関して、園長・副園長・主任・看護
師の体制が明確になっていません。子どもに対するまなざしや思いと、安全管理のバランスを取るうえでは、体制の構築が必要です。
責任者の明確化や要因分析、対応策の検討が望まれます。

看護師が在籍し、感染症に関する対応を担っています。0才児の食事の場面では、介助する保育士が子どもごとに使い捨て手袋を使用
する等、感染防止のための予防策を講じています。マニュアルや手順書もあり、研修も行われています。オゾン噴霧器を導入するな
ど、感染症予防には園として取り組む姿勢があります。保健だよりを発行し、保護者に情報が提供されています。感染対策の責任や役
割を明確に示した体制整備が期待されます。

周囲に建物もなく、風水害等の危険も少ない地域で、比較的安全な立地です。災害時の対応については、入園のしおりに記載され、周
知されています。避難場所の指定や、緊急メールサービス、食料・物品の備蓄などの防災対策が行われています。管理権限者である園
長が防火管理者になっているため、副園長が防火管理者となるよう体制を見直している最中です。地域との連携を含めて、さらなる取
組が期待されます。



２　福祉サービスの質の確保

（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 第三者評価結果

【40】
Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

b

＜コメント＞

【41】
Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

b

＜コメント＞

【42】
Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

b

＜コメント＞

【43】
Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

b

＜コメント＞

【44】
Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

a

＜コメント＞

【45】
Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

a

＜コメント＞
個人情報保護規定があります。職員会議では、個人個別のケースなど多くの個人情報が取り扱われますが、職員と情報の共有を行う際
に守秘義務も合わせて説明し、個人情報の保護に配慮しています。保護者から提出される児童票などの個人情報書類や、写真の取り扱
いなどについての注意事項は、入園のしおりに記載があり、保護者に周知されています。

感染症ガイドラインなどの改訂や、行政からの通達、事故事例などにより、標準的な実施方法を見直していますが組織としての定期的
な見直しについては定められていません。指導計画や職員、保護者からの意見によるボトムアップでの検証と見直しの仕組みを作り、
園の保育の質を継続して検討できるような取組が、期待されます。

（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

副園長が指導計画作成の責任者を担っています。それぞれの指導計画については、アセスメントが行われ、指導計画会議が開かれ、個
別のケースの検討も行われています。クラスにより、指導計画の書き方や項目に差異が見受けられます。話し合いが持たれていること
が計画に反映されていないこともあるようです。アセスメントから計画までの体制の整備が望まれます。

指導計画では評価反省が行われ、指導計画会議で検討され共有されています。毎月のおたよりで、月ごとの指導計画が掲載されていま
す。クラスによって、反省・前月末の子どもの姿といった評価から、次月の活動や保育の質の向上に関わる課題へと繋げていく流れや
仕組みが異なります。指導計画についての実施状況の評価と計画の見直しの手順を整理することが望まれます。

（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

一人ひとりの児童票があり、期ごとの保育経過が記録され、保存されています。職員は、記録された情報をいつでも見ることができま
す。0才児～2才児は、個別の指導計画が立てられ、子どもの姿が記録されており、指導計画会議では個別のケースについても検討され
ています。園として、子どもと接する時間を大切にし、事務の省力化に務めており、書式の工夫をしています。朝礼、夕礼のミーティ
ングが行われ、その都度保育に関する情報共有が行われています。

デイリープログラム、手順書、「よりよい保育のために」など、標準的な保育に必要な実施方法は文書化されており、研修や職員会議
により職員間でも共有されています。園として一定の水準、内容を常に実現することを目指していますが、それが実施されているかの
確認は重要です。確認する仕組みづくりが望まれます。


